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平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正並びに平成 28 年３月期配当予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 27 年４月 30 日に公表いたしました平成 28 年３月期第２四半期（累計）期間（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）の

業績予想と本日公表の実績において、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。また、平成 28 年３月期通期（平成 27

年４月１日～平成 28 年３月 31 日）の業績予想につきましても、下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

また、これを受けまして平成 27 年 10 月 30 日開催の取締役会において、平成 28 年３月 31 日を基準日とする剰余金の配当（期

末配当）を下記の通り、修正することを決議いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．  業績予想と実績の差異について 

 

平成 28 年３月期第２四半期（累計）期間の連結業績予想値と実績値の差異（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

22,400 
百万円 

700 
百万円 

800 
百万円 

400 
円 銭 

27.07 

実績値(B) 21,014 141 323 △455 △30.83 

差異額(B-A) △1,385 △558 △476 △855  

差異率(%) △6.2 △79.8 △59.5 －  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期第２四半期（累計）期間）  
18,427 345 816 760 51.44 

 

平成 28 年３月期第２四半期（累計）期間の個別業績予想値と実績値の差異（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

15,500 
百万円 

110 
百万円 

70 
円 銭 

4.74 

実績値(B) 14,783 178 136 9.26 

差異額(B-A) △716 68 66   

差異率(%) △4.6 62.3 95.5   

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期第２四半期（累計）期間） 
16,221 △276 △200 △13.55 

 

  

kr
新規スタンプ



２．  業績予想の修正について 

 

平成 28 年３月期通期の連結業績予想値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益  

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

47,300 
百万円 
2,200 

百万円 
2,400 

百万円 
1,200 

円 銭 

81.21 

今回修正予想 (B) 45,000 1,300 1,500 450 30.45 

増減額(B-A) △2,300 △900 △900 △750  

増減率(%) △4.9 △40.9 △37.5 △62.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期通期） 
40,138 347 2,147 1,585 107.30 

 

平成 28 年３月期通期の個別業績予想値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

32,500 
百万円 

700 
百万円 

400 
円 銭 

27.07 

今回修正予想 (B) 31,000 700 550 37.22 

増減額(B-A) △1,500 0 150   

増減率(%) △4.6 0.0 37.5   

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期通期） 
32,493 679 479 32.47 

 

３． 連結業績の差異及び連結業績予想修正の理由 

平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想につきましては、前回発表予想と比較し、売上高が、6.2 パーセントの未達成となりま

した。未達の主要な要因は、照明器具国内販売の低迷によるものです。営業利益、経常利益は、それぞれ 79.8％、59.5％の未達とな

りましたが、主要な原因は、円安に伴う輸入品の仕入れ価格上昇、コストダウン効果の実現の遅れによるものです。親会社株主に帰

属する四半期純利益につきましては、４億 55 百万円の純損失を計上しました。損失の主要な要因は、将来の為替リスクに備えるため

の為替予約等の評価損が６億 97 百万円発生したことによるものです。 

平成 28 年 3 月期通期の連結業績予想につきましては、今後、コストダウン効果が順調に実現される見込みである事を鑑みて、上

記の通り修正しております。 

 

４． 個別業績の差異及び個別業績予想修正の理由 

平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想につきましては、前回発表予想と比較し、売上高が、4.6 パーセントの未達成となりま

した。未達成の主要な要因は、照明器具国内販売の低迷によるものです。経常利益、四半期純利益は、それぞれ 62.3％、95.5％の増

加となりました。その主要な原因は、子会社からの配当金の受領によるものです。 

これらの状況を鑑み、平成 28 年 3 月期の個別業績予想につきましては、上記の通り修正しております。 

 

５． 配当予想の修正について 

 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成 2 7 年４月 3 0 日公表） 
25 円 00 銭 25 円 00 銭 50 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想  15 円 00 銭 40 円 00 銭 

当 期 実 績 25 円 00 銭   

前 期 実 績 25 円 00 銭 25 円 00 銭 50 円 00 銭 

 

（修正の理由） 

当社グループは財務体質と経営基盤の強化を図るとともに、株主各位に対して安定的な配当の維持及び適正な利益還元を基本方

針としております。 

前述のとおり、今期の業績予想につきましては、売上高、利益の両面において、期初計画を下回る見込みとなりました。 

このため、株主の皆様には誠に遺憾ながら、「平成 27 年３月期決算短信」において公表いたしました１株当たり年間配当金の予想

を 50 円から 40 円に減額修正させていただきます。 

 



 

※上記の業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は 今後様々な要

因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


